
［定員］各10人（先着）
［準備物］弓具、弓道着※二十歳記念射会は和服可。
◆おひなさまに変身※要申し込み
　ひな人形の装束（十二単、直衣など）の着装体験。

［とき］２月23日㈷13：00 ～ 16：00
［対象］小学生以上
［定員］70人（抽選）

◇　　◇　　◇　　◇　　◇

［申し込み方法］▶二十歳記念射会＆射初め（中学・高校生の部）＝１月31
日㈮（必着）までに、はがきまたはファクスに取得段位または経験年数、
中学・高校生の部では学校名、学年▶おひなさまに変身＝２月13日㈭ま
でに、往復はがきに身長、希望の装束（十二単、もしくは直衣）、
返信宛名――と希望するイベント名、〈住所/氏名/生年月日/電
話番号〉を記入し徳島城博物館（〒770－0851　徳島町城内１
－８）へ

［入館料］大人300円、高校・大学生200円、中学生以下無料
［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

◆新春弾き初め会
　徳島筝曲スタジオ、うたしきの会、城東高校邦楽部などによる演奏会。

［とき］１月19日㈰14：00 ～ 16：00
［曲目］「天竜川」「春の曲」「春の海」など
◆芸術ハカセは見た！ －伊丹小夜 ぼくのともだち－
　今SNSなどで大人気の徳島出身の若手作家、伊丹小夜
さんとそのお友達、総勢11人の作品展。話題の作品が生
で見られる貴重な展覧会です。

［とき］１月21日㈫～２月２日㈰各日９：30 ～ 17：00
※１月27日㈪は休館日。
◆二十歳記念射会＆射初め（中学・高校生の部）
※要申し込み
　男女各上位３位、皆中賞の表彰あり。

［とき］２月９日㈰13：00 ～※雨天の場合は２月
11日㈷に順延。

［対象］▶二十歳＝平成16年４月２日から平成17年４月１日までに生まれ
た県内在住の人で、弓道経験者または日弓連有段者▶中学・高校生の部＝
経験１年以上の人

徳島城博物館イベント徳島城博物館イベント

　ネギで有名な沖洲は、江戸時代には藩船の漕ぎ
手、水主（かこ）の屋敷地が集中していました。江
戸時代の初めの絵図を見ると、南北の細長い地形
で、新町川と別宮川（吉野川）により形成された、
まさに沖に浮かぶ洲のような場所だったので、沖
洲と呼ばれるようになったと思われます。
　沖洲は、元和３（1617）年に紀伊国和歌山から
家来16世帯とともに元浦に移住してきた太田太
郎次郎が開発したとされます。太郎次郎は
殿様に招かれましたが、武士でなく農民とし
て蜂須賀家に仕えました。殿様の日記には、寛永13年（1636）年、２
代藩主蜂須賀忠英に大きな生鯛を献上したと記されており、殿様とは
良好な関係が続いていたのでしょう。その
子孫は沖洲浦の庄屋を務めました。
　沖洲の転機は、寛永17（1640）年の水軍
基地の移転です。基地は常三島から安宅
に移され、水主の屋敷も住吉島から安宅と
沖洲に移されました。北沖洲は水主の屋敷地として整備され、後には
170軒もの屋敷が整然と立ち並びました。現代でいえば北沖洲は新興
住宅地で、南沖洲は従来からの漁業集落として展開していきました。
　水主屋敷地は間口が５間・奥行が15間の長方形なので、俗に「短冊
屋敷」と呼ばれました。徳島城下は、１間が６尺５寸なので、屋敷の
広さは約88坪にもなり、道路に面して平屋造の母屋を建て、その奥は
菜園として利用しました。
　水主は藩船を漕ぐのが仕事なので日常的に鍛錬を怠りませんでし
た。配偶者も体格の立派な方を選んだといわれますから、自分たちの
職務によほど自信と誇りを持っていたことでしょう。
　現代では様変わりし、往時の名残を留めていませんが、仕事にこだ
わりを持つ水主の世界があったのです。

［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

ふらっと徳島　歴史と文化財めぐりふらっと徳島　歴史と文化財めぐり
第20回沖洲沖洲－藩船を漕いだ水主の町－－藩船を漕いだ水主の町－
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17
［火］

市立高校サッカー部が
市長を表敬訪問

　全国大会へ出場する徳島市立高
等学校男子サッカー部主将・監
督・校長が市長を表敬訪問し、徳
島県の代表として、皆で力を合わ
せ、全力で戦うことを誓いました。

25
［水］

徳島市の子どもたちが
帯広市で親善交流 27

［金］

しめ飾り取り付けで 
鷲の門が新春の装い

２
［月］

いじめ根絶を目指して
街頭啓発活動

　徳島駅前周辺で「いじめ防止
キャンペーン街頭啓発活動」を実
施。徳島市少年を守る母の会会員
が、道行く人々に啓発資料を手渡
し、いじめ防止を呼びかけました。

　産業文化姉妹都市である帯広市
に、徳島市の子どもたちが訪問。
現地の子どもたちとカーリング、
スケートなどで交流し、帯広市の
文化や風土を体感しました。

　新年を迎えるにあたり、鷲の門
に、長さ約１㍍のしめ飾りが取り
付けられました。また、門の両脇
には、今年の干支である巳が飾ら
れた大きな門松も設置されました。

▲「阿波国渭津城下之絵図」
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▲伊丹小夜さんの作品
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